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私は小学生低学年のときから，ドイツ式の
音名でヴァイオリンを教わったが，cis（ツィ

ス）や h（ハー）などの呼び名にはなかなか馴
染めなかった。何より，運指の記憶が，楽譜
やソルフェージュの記憶と結びつかないた
め，暗譜（楽譜を見ないで演奏すること）が苦
手になってしまった。ところが最近になっ
て，英語圏で広く使われている⽛移動ド・ソ
ルフェージュ⽜を知って，これまでの疑問が
氷解したのだ。
ソルフェージュとは，楽譜を見て⽛ドレミ
ファ……⽜で歌う練習のことである。Cの音
を⽛ド⽜に固定して音名で読む⽛固定ド⽜が
今なお一般的だが，♯（シャープ）や♭（フラッ
ト）などの臨時記号を含めると歌えなくなっ
てしまう。ところが，相対音感に基づく移動
ドではキー（調）が変わっても同じメロディー
と捉えることができ，さらに英語圏のソル
フェージュとなると，♯は母音を⽛i⽜に，♭
は母音を⽛e⽜に変えることで，臨時記号つき
で歌えるようになる。鼻歌やハミングで頼り
なく覚えるのとは雲泥の差なのだ。
移動ド・ソルフェージュの最大の効用は，
曲を覚えやすく，何年経っても思い出しやす
くなるということである。その理由につい
て，宇野重行著⽝イヤー・トレーニングのた
めの移動ド・ソルフェージュ⽞（UNOジャズ

レッスン，2021年）を引用すると，⽛これはメ

ロディーがソルフェージュの言葉で⽜⽛脳の
引き出しのラベルとなっているからと考えら
れる⽜。つまり，メロディーを正確に言語化
するから忘れないわけで，音楽と言語の共通
性を研究している筆者からすれば，画期的な
手法だと言える。
ただし日本では一つ問題がある。移動ド・

ソルフェージュではイタリア語表記を用い
て，⽛ドレミファ……⽜が⽛Do Re Mi Fa Sol La

Ti⽜（最後は⽛シ⽜でなく⽛ティ⽜）となり，♯が
つく場合の 12音階は⽛Do Di Re Ri Mi Fa Fi

Sol Si La Li Ti⽜となる。すると，Riと Liなど
を区別しなくてはならないから，カタカナ表
記は使えないのだ。先ほどの教本には，⽛人
に聴かせるものではないので，自分の中で区
別ができていれば問題はない。または，Rと
Lの区別をマスターする絶好のチャンスと考
えて⽜とある。音楽を多言語の一つと考えれ
ば，ますます習得が楽しくなるのではないか。
さて，今月の特集は⽛どうして効くんだろ

う⽜である。神経疾患に対して作用機序が理
解しがたい療法に対して，名医からの処方箋
が提示されている。上で述べたソルフェー
ジュについても，⽛どうして効果があるのだ
ろう⽜と好奇心や問題意識を持つことこそが，
演奏の上達につながりそうである。

（酒井邦嘉）
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